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　　　長をはじめ、市議会議員や地元選出県議
　　　会議員などが県庁を訪れ、県知事に対し
要望書を提出しました。今回は8項目を要望。そのう
ち、新幹線新駅周辺地域のまちづくり、キリスト教関
連遺産の活用と保全、国道34号大村-諫早間の4
車線化などの3項目を重点的に要望しました。

市 県
の
施
策
に
つ
い
て
要
望
活
動

県知事に要望書を提出

←
県
庁
を
訪
れ
、要
望
書
を
手

　渡
す
松
本
市
長

7/31
　　　水管理センターから発生する消化ガスを利
　　　用した発電事業の設備が完成し、発電が
始まりました。この事業は、下水処理で発生する消
化ガスを事業者へ売却し、事業者が設置する設備
で発電するもので、年間約190万キロワット、約500
世帯分の電気を賄うことができます。
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　　　域の課題を住民の皆さんが考え解決してい
　　　く活動を市が支援する「住民主導型地域
活性化事業」の平成25年度の成果報告会を市コ
ミセンで行いました。市内8地区の代表者などが、地
域の特性を生かして取り組んだ成果を発表。出席
した皆さんは真剣に耳を傾けていました。
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住民主導型地域活性化事業の成果報告会
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あ
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激
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史
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取
り
な
ど
家
族
ぐ
る
み
で
交
流
を
し
て
い
る
そ
う
で
、大
変
う
れ

し
く
思
って
い
ま
す
。
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き
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。
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取
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　　  成34年に開業予定の九州新幹線西九州
　　  ルートに設置される「新大村駅（仮称）」周辺
のまちづくりについて、その方向性をまとめた「まちづ
くり計画」を策定しました。新幹線の開業効果を最
大限に生かすため、この計画を基に市全体のまち
づくりを進めていきます。
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新幹線新大村駅（仮称）周辺地域まちづくり計画策定
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